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技術士試験委員の推薦方針 

 

科学技術・学術審議会 

技術士分科会試験部会 

 

技術士法第15条第３項の規定に基づき技術士試験委員候補者を推薦するに当たっては、技

術士制度は、高い職業倫理を備え、十分な知識、経験を有し、責任をもって業務を遂行できる

技術者としての能力を保証する資格であること、また、優秀な技術者の育成上の重要な機能

を有するものであること等を認識し、技術士試験の執行について必要な学識経験のある者を

選考すること及び試験の厳正を保持し不正な行為のないようにすることの重要性を踏まえ、

次の事項に留意し、厳に試験委員としてふさわしい適格者を選考する。 

 

１． 試験委員は、技術士第二次試験合格者等の技術士試験の執行について必要な学識経験及

び実務経験の豊富な者とするとともに､できるだけ広い視野に立って選考するものとする｡ 

その際､部門及び科目における試験委員の構成が特定の業種､職種に偏ることのないよう

配慮する｡ 

なお、推薦に当たっては、所定の候補者名簿を提出するものとする。 

 

２． 試験委員は、秘密保持義務等の重要性を十分に認識し、遵守する者であり、以下の全て

の条件を満たすこと。 

⑴ 技術士法や指定試験機関の定める技術士試験事務規程に定める秘密保持に関する規

定等を正確に理解し、これを遵守すること。 

⑵ 現に行っている職務が、試験委員としての適正な業務の遂行に支障を及ぼさないこ

と。 

⑶ 技術士試験の受験の指導等に試験委員の任期中に関与しないこと。 

⑷ 試験委員の任期中には、技術士試験を受験しないこと。 

 

３． 必要に応じて関連する部門等の間で試験委員を兼務することができる。 

  また、部門間をまたぐ兼務については、部会長に報告し、了承を得るものとする。 

 

４． 試験委員の任期は１年以内とし､作問に係る試験委員（作問委員）を再任する場合は、

原則として第一次試験又は第二次試験のそれぞれの試験において連続して５期までとす

る｡ 

なお､連続して再任した作問委員が、退任した試験において作問委員に再任されるとき

は、原則として３年以上の期間をおいて行うものとする｡ 

 

５． 試験委員は､過去の試験との継続性を考慮し､第一次試験は各試験科目（専門科目は各技

術部門）において、また、第二次試験は１選択科目において､原則として１名以上は前年

度の試験委員とする｡  

 

６． 試験委員は、試験部会の専門委員が推薦することとし、専門委員からの試験委員の推薦

については、部会長の承認をもって、当部会の決定とする｡ 


